
暦の上では１年中で一番寒いと言われている２月、早いもので、今年度もあと２ヶ月を残すのみとな

りました。子ども達は毎日、進級、進学に向けて心の準備を進めているところです。また、各学年の学

習のまとめに向け、一人一人が目当てを持って取り組んでいます。児童生徒の皆さん、３学期のこの時

期、今年の目当てを今一度確認してください。日々地道に努力を重ねて更なる成長を期待しています。

どうぞ、保護者の皆様や地域の方々におかれましても、子ども達に励ましの声をかけていただき、ご支

援くださいますようよろしくお願いします。 

さて、今年は、「和歌山県」に多くの方々が訪れる１年。「紀の国わかやま国体」と「紀の国わかや

ま大会」が開催されます。国体は、全国に和歌山県の魅力を発信し、県民一人一人が、スポーツを「す

る」「みる」「支える（育てる）」機会を得ることができる半世紀に一度の大きなスポーツの祭典で

す。また、全国障害者スポーツ大会は、競技等を通じて、スポーツの楽しさを体験し、障害者の社会参

加の推進に寄与することを目的とした障害者スポーツの全国的な祭典です。 

この２つの大きなスポーツの祭典に本校としても、選手としてボランティアとして貢献できたらと思

っています。 

東京オリンピック招致で一躍有名になった「お・も・て・な・し」と言う言葉。日常生活で使う場面

はあまりありませんが、「おもてなし」の「もてなす」は、「取り扱う・待遇する」という意味があ

り、お客さんに対する良い扱いやサービスのこととつながります。おもてなしの根本には、心がありま

す。あたたかい心で思いやりのある態度をとるのが、おもてなしの精神です。今年、和歌山県を訪れた

方々に、おもてなしの精神でふれあいたいものです。 

最後に、去る１月24日(土)の本校研究発表会では、県内特別支援学校や関係支援機関はもとより、北

は秋田県、南は熊本県からお越しいただき、総勢 200 名の参加者を得て、盛大に開催することができま

した。 

今回の研究発表会では、「目的意識」をキーワードとして取り上げて、子どもの「目的意識」を大切

にしながら、子どもの行動を本人が振り返り、自分なりの変容を大切にしている様子をご覧いただきま

した。また、子どもの自立と自己実現に向けて、「内面」の育ちを支えながら、生涯につながる支援を

目指して研究して参りましたので、引き続き御助言等くだされば幸いに存じます。 

副校長 井 川 勝 利 

 

 

 

 

○お知らせ 

・２月８日(日)は、日曜参観日です。13時20分から15時頃の参観時間となります。ぜひ、家族おそろいで 

ご出席ください。 

・２月 11 日～16 日まで、和歌山県民文化会館で『第 12 回和歌山かがやき展』が開催されます。本校はもち

ろん和歌山県内の盲・ろう・特別支援学校、小・中学校の特別支援学級に在籍する児童生徒の作品が多数

展示される予定です。機会があればぜひお立ち寄りください。 

・２月22日(日)は、和歌山市民会館で第38回つながり文化祭が開催されます。かがやき展同様、本校の

作品が展示されるほか、作業製品も出ます。ぜひお立ち寄りください。 

◎２月の予定 
２（月）全校集会 体重測定(小・中) 

３（火）体重測定(高F)  高２職場見学 (育)広報部会  

４（水）体重測定(高S) 中３現場実習（～６） 

５（木）熊野古道ウォーク（高） 

６（金）手帳更新  (育)役員会 

８（日）日曜参観  

９（月）振替休業    

10（火）高３職業評価 

11（水）かがやき展(～16日、県文) 

13（金）(育)保体部会 

15（日） 同窓会ボウリング大会 

16（月） 音楽発表会   高２進路懇談（～19日） 

17（火）(育)進路部学習会10:30～12:00     

19（木） 高３卒業旅行                       

20（金） (育)高等部会 

22（日） つながり文化祭（市民会館） 

23（月）漢字博士試験 

26（木） お別れ遠足（小） 卒業を祝う会（高） 

27（金） お別れ遠足（中） 小・高交流給食                
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